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地域の現状と課題（提案の背景）

支え愛・ふれ愛をサポートするユビキタス・システム開発（熊本県熊本市東部１０校区） －ＮＰＯ法人熊本まちづくり－

平成２１年度 地方の元気再生事業提案書 （様式４）

・近年、独居高齢者の孤独死が身近な課題となった事、独居高齢者は自宅や地域を終の棲みかとする傾向にある事から、地域全体で助け合い、まちづくりで支援す
る仕組、特に今後確実に増加する高齢者を見守る仕組みの構築が喫緊課題となった。 昨年度、「200年住まい・まちづくり担い手事業」のモデル地区として弱者を複
数の住民で支えるため「高齢者の見守り手引き」の作成、「ふれ愛マップシステム(福祉GIS)」を作成し、今年度は継続して「ＱＲコード活用の見守り情報伝達サイト（Ｓ
ＮＳ）」の汎用性のある見守りツールを構築し、孤独死を防止し、住民相互に見守りながら住み続けられるまちづくりを進めることとしたい。

目指すべき地方再生の全体 ◆地方の元気再生事業◆ ◆実施スケジュール◆

① 「ＱＲコード活用の見守
り情報伝達サイト（ＳＮＳ）」

○取組のねらい・実施主体間の連携等

平成20年度「200年住まい・まちづくり担い手事業」のモデル地区として弱者を複数の住民で支えるため「高齢者の見守り

手引き」の作成 「ふれ愛マップシステム(福祉GIS)」を作成し 保健師 民生委員共々地域内で運用を進めているところで り情報伝達サイト（ＳＮＳ）」
の汎用性システムモデル
構築
１）システム設計
２）システム構築
３）汎用モデルの構築

H21年７月
～

H22年１月

手引き」の作成、「ふれ愛マップシステム(福祉GIS)」を作成し、保健師・民生委員共々地域内で運用を進めているところで
あり、見守る側も高齢化しつつあり若手の協力が得にくい状況において多様な見守り態勢が必要となる中で、普及してい
る携帯電話を利用した汎用性のある「見守りツール」を構築することにより、幅広い見守り態勢を構築することした。

取組① 「ＱＲコード活用の見守り情 取組② ユビキタス社会実験

○主な取組

②「ユビキタス社会実験」
多世代のまちづくり参加
②－１ システム活用に係

るアンケート、実験

報伝達サイト（ＳＮＳ）」の汎
用性システムモデル構築

①取組内容
平成20年度「200年住まい・まちづ
くり担い手事業」において、理論構
築した「ＱＲコード活用の見守り情

①取組内容
住民参加型「ＱＲコード活用の見守り情報伝達サイト
（ＳＮＳ）」の実施を保健師や民生委員、ケアマネージ
ャー、地域の代表者、その他と運用の具体化に向けた
課題整理を検討する。

参加者募集
②－２ 運用実験

運用講習会、関係
者、専門家参加の
運用協議会開催

②－３ 見守り連絡協議会

H21年８月
～

H22年１月

築した「ＱＲコ ド活用の見守り情
報伝達サイト（ＳＮＳ）」の実施版を
つくる。

②見込まれる効果等

予め、見守り対象者の情報（かかりつけ医、民生委員等）をデータベー
ス化し、それらの情報にアクセス権のある見守り関係者がQRコードを使

て携帯電話で情報を取得し 特に災害時や緊急時の情報を共有や

②見込まれる効果等

昨年、作成した「高齢者の見守り手引き」、「ふれ愛マ
ップシステム(福祉GIS)」と併せた見守り運用を検証す
ることにより、住民相互に負担軽減の取り組みへの認
識を普及させること、専門員だけに任せない協働への
認識、見守り連絡協議会の結成に向けた活動が可能

・

・ 東部市民センターと協働で、QRｺｰﾄﾞを活用した、10校区全域における見守り推進、参加型の「3次元まちづくりゲーム
（H19都市再生モデルで構築）」の汎用性推進、希薄化した地域コミュニティの改善、様々なイベントを実施

◆地方再生の目標像◆

② ３ 見守り連絡協議会
結成準備

１０校区への展開H22年４月
～

H23～

って携帯電話で情報を取得し、特に災害時や緊急時の情報を共有や、
日常的見守り履歴の共有ができる。

認識、見守り連絡協議会の結成に向けた活動が可能
となる。

◆Ｈ２２年度以降の展開◆

・全市への展開◆地方再生の目標像◆ H23～

今後の地方都市活性化の基本は、高齢化少子化に対応し、豊かな地方都市の魅力を十分に引き出し、住続けられる「街」の創出
である。本物の文化・歴史・自然に合わせて、地域扶助の仕組み取組にあふれた、終の住処づくりが地方都市に求められている。
都会にはない温もりや支援がこれからの地方都市の魅力であり活力の源である。そこで積極的参加型の取組みモデルを構築する。

・全市への展開
・八丁馬場参道と水前寺公
園、江津湖、商店街を繋ぐ
緑軸イベントの実施



主な取組の調査・活動フロー

取組① シ テム開発

≪協議会の開催≫

 ①汎用システムモデル構築 

  

1 システム全体の企画・設計

②ユビキタス社会実験 

  
②－１ ユビキタス社会実験の準

備 実施体制構築

平成21年9月25日（金）
尾ノ上地域コミュニティーセンター

取組①．システム開発 取組②．社会実験

1. システム全体の企画・設計 
 2. システムの構成 
 3. システムの主な機能 
 4. 想定したシステム利用者の分

類と役割 
5 想定したシステム利用シーン

 
 
 

備、実施体制構築
ⅰ）公募、ケアマネ協会依頼 
  －１１チーム 
ⅱ）機材調達 
ⅲ）見守り対象者の特定 
  －、要介護８名

平成21年10月19日（月）
くまもと県民交流会館パレア

. 5. 想定したシステム利用シーン 

. 6. システムの導入と社会実験 

. 7. システムの成果と課題 

 

 
、要介護 名

  －地域見守型３名（要支援
1 名含） ②－２ ユビキタス

実験の運営に係る

準備 

 

●自主勉強会
②－３ ユビキタス社会実験 

月 （月） 月 （火） ●自主勉強会

ⅰ）８月６日（木） 

ⅱ）９月５日（土） 

 

●協議会設置 

ⅰ）９月２５日(金)

11 月 16 日（月）―12 月 15 日（火）
ⅰ）実験説明会（10/30～11/13）
ⅱ）ユビキタスシステムに係る意

見交換会（ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ） 
 1 回目：12月１日（火） 
２回目：12 月 22 日（火） 

11／16～12／15

ⅰ）９月２５日(金)

ⅱ）10 月 19 日(月) 

ⅲ）３月２６日(金) 

 

ⅲ）実験参加者及びワンストップ
（ケアマネ、地域社協） 
アンケート 

③今後の推進に係る課題整理 

  
③－１今年度実施における課

題整理 平成22年3月26日（金）

②ー４ ユビキタスの継続実施に係る地

域運営組織、汎用性を意識した地域見

守り手法の整理 

題整理

③－２残された課題解決の 

ための方法 

③－３地方における 

ＩＣＴ活用の元気再生

平成22年3月26日（金）
くまもと県民交流会館パレア

ＩＣＴ活用の元気再生 

のあり方 
協議会委員・実験参
加者による中間意見
交換
Ｈ21／12／1（火）

実験参加者による意
見交換（ワーク
ショップ）
Ｈ21／12／22（火）



QRコードを活用した地域高齢者見守り活動のイメージ 地域高齢者見守り活動（見守りSNS）の構成

取組①．汎用システムモデル構築

みまもり対象者

みまもり対応対応

④見守り対応システム

QRコ ドを活用した地域高齢者見守り活動のイメ ジ 地域高齢者見守り活動（見守りSNS）の構成

異変異変

みまもり
活動

・声かけ

・訪問

IDの読み込み

みまもり
関係機関

確認

メール配信

・氏名、年齢、住所
・地域の関係者
･生活に関わる人（場所）
・係りつけ医

・氏名、年齢、住所
・地域の関係者
･生活に関わる人（場所）
・係りつけ医

みまもりマップ

閲覧

・配達

・安否情報の入力

・対応の報告

権限レベル
A：登録／閲覧可

インターネット

NPO
管

係り け医
・緊急連絡先
係り け医

・緊急連絡先

見守り対象者情報

②見守りデータベース ③見守りカルテ

レンタルサーバ

みまもり隊

A：登録／閲覧可
B：登録／一部閲覧可
C:登録のみ

管理
モニタリング

①見守りモバイル・システム ⑤見守りSNS

システム利用者の想定システム利用者の想定
システム利用シーン



情報伝達・報告の流れ・イメージの例

「緊急」「準緊急」報告の流れ通常の報告の流れ

シーン２の画面イメージシーン１の画面イメージ



ⅰ）市民や関係事業者 公募 ⅱ）関係者（介護事業者 ケアマネ協会 地域社会協議会

取組②．ユビキタス社会実験

ⅰ）市民や関係事業者へ公募 ⅱ）関係者（介護事業者、ケアマネ協会、地域社会協議会、
熊本市まちづくり室長会など）へ、不足分を依頼。

公募記事（「くまもとすぱいす」掲載

機材調達の内容 目的 台数

使用機材の一覧

機材調達の内容 目的 台数

ＮＴＴｄｏｃｏｍｏ システム開発用・社会実験用 ５台

ａｕＫＤＤＩ システム開発用・社会実験用 ５５台

仮想専用サーバー データ蓄積用（Webｻｰﾊﾞｰ構築） 一式

デ タ通信端末 屋外通信（開発 実験）用 台

携帯電話を貸出

データ通信端末 屋外通信（開発・実験）用 ２台



社会実験の説明資料



社会実験の説明資料



社会実験の説明資料

社会実験説明と携
帯電話の操作説
明用ビデオ（ＤＶ明用ビデオ（ＤＶ
Ｄ）を制作して配布



アンケート調査
見守りカルテ



協議会の運営

『熊本地域・元気再生事業推進協議会』
行政（県・市）、介護福祉専門事業者、大学教授、地
元企業、ＮＰＯ会員から成る16名の委員で組織。

第1回協議会：平成21年9月25日（金）

第２回協議会：平成21年10月19日（月） 第３回協議会：平成22年3月26日（金）

協議会委員・実験参加者による
中間意見交換：Ｈ21／12／1（火）

実験参加者による意見交換（ワー
クショップ）：Ｈ21／12／22（火）



課題と今後の展望

推進協議 【成果】 当取

見守りシステム
の課題

解決策
システム完成への期待度
とニーズは高い！！

システ

社会実
験

推進協議
会

【成果】 当取
組は実用性が
高いとの評価

①見守りに関連する情報の
整理が必要である。

①見守りに関連する情報の
整理が必要である。

①目的に応じたより使い
やすいユビキタスシステ

ムの開発

①目的に応じたより使い
やすいユビキタスシステ

ムの開発

システ
ム開発

②ユビキタスシステムの使
いやすさを向上する必要が

ある。

②ユビキタスシステムの使
いやすさを向上する必要が

ある。

②福祉情報開発センター
の構築

②福祉情報開発センター
の構築

③個人情報の取り扱いが
曖昧である。

③個人情報の取り扱いが
曖昧である。

③見守り活動における個
人情報ガイドラインの策定
③見守り活動における個
人情報ガイドラインの策定

当システムの開発意義

①複雑な「見守り態
勢」間の適時的確な
情報交流の実施（先

②ユビキタスシステ
ムは即時実施が可
能（汎用性のあるシ

④地理情報、位置情報と見
守り情報の連携ができてい

ない。

④地理情報、位置情報と見
守り情報の連携ができてい

ない。

④持続的運営のための課
金モデルの構築

④持続的運営のための課
金モデルの構築

⑤地域住民組織と介護⑤地域住民組織と介護情報交流の実施（先
進的意義）

能（汎用性のあるシ
ステムの意義） ⑤福祉情報の地理的・一元

的管理ができていない。
⑤福祉情報の地理的・一元

的管理ができていない。

⑤地域住民組織と介護
サービス関係者の連携強

化

⑤地域住民組織と介護
サービス関係者の連携強

化

⑥見守り対象者本人用の
生活支援システムの開発
⑥見守り対象者本人用の
生活支援システムの開発





ま と め

「特に工夫した点」

①福祉介護の専門家の協力者探

「独創的で特に優れていると思われる点」

■福祉介護分野の業務、人・相手の細分化さ
れた複雑な分野・業務の情報化に挑戦した①福祉介護の専門家の協力者探

し

②見守り対象者と見守り協力者の
マッチング

れた複雑な分野・業務の情報化に挑戦した。

■人の感情や信頼感が重要で個人情報の取
扱いなど、作業・業務の統一化・画一化などの
情報化が難しい あいまいな部分 分野に於けマッチング

③システム開発の機能の最適化
情報化が難しい、あいまいな部分・分野に於け
るＩＣＴの利活用。

「苦労 た点 省点「苦労した点、反省点」

■社会実験の協力者の募集

■システム設計におけるデータ

「今後ＩＣＴ利活用推進に取り組む団
体への助言」

■どんなに高度で良いシステムを作っても■システム設計におけるデ タ
ベースの構造・規格の設計

■使用機器（実験用携帯電話（60
台））の調達

■どんなに高度で良いシステムを作っても
使われなければ意味がないので、関係
者・当事者の中でのICTへのニーズの調

査・開発に、まず力を入れる必要を感じま台））の調達

■単年度（実質半年）の活動期間

査 開発に、まず力を入れる必要を感じま
した。


